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【表紙の写真】町内の小中学校で１１月２８日、「いい肉の日献立」として、紫波もちもち牛を使用し
たビーフシチューをはじめとする地産地消メニューが給食で提供されました。日詰小学校の２年生の
各教室には、生産者が訪問。児童たちは、生産者の方々から紫波もちもち牛の飼育方法などについて
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町の皆さんから寄せられた
ご意見・ご質問を紹介します

まちづくり座談会 報告 04

S H I W A - N E T

し　　　　　 　 　 　 わ

02 振り返ろう2014
08 食農話題トピックス
10 雪シーズン到来～除雪にご協力をお願いします～
10 「ゾーン30」古館地区でスタート
11 豊かな公が息づくまち
12 国体だより
14 環のくに紫波
16 健やかランド紫波
24 シリーズ行ってみよう 訪ねてみよう紫波の達人 

生産者の皆さんと一緒に、
感謝を込めていただきます！！ 給食で「いい肉の日献立」（11月28日）

紫波
ネット



21
日	

Ｊ
Ａ
い
わ
て
中
央
「
紫
波
町
有
線
放
送
劇
団
」
創
設
30
周

年
記
念
収
録

25
日	

情
報
交
流
館
が
来
館
者
50
万
人
を
達
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
日	

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
が
来
館
者
４
５
０
万
人
を
達
成

17
日	

紫
波
型
エ
コ
ハ
ウ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
起
工
式

18
日	

第
９
回
紫
波
冬
ま
つ
り
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
日	

藤
原
孝
町
長
が
退
任

8
日　
熊
谷
泉
新
町
政
が
ス
タ
ー
ト

11
日　
第
13
回
巽
聖
歌
童
謡
ま
つ
り
開
催

15
日　
虹
の
保
育
園
創
立
10
周
年
記
念
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
日	

紫
波
町
ご
み
減
量
女
性
会
議
設
立
10
周
年
記
念
の
集
い

6
日	

エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
起
工
式

31
日	

紫
波
町
水
道
事
業
所
が
閉
所
。
岩
手
中
部
水
道
企
業
団

と
事
業
統
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26
日	

見
事
な
満
開
の
中
、
城
山
桜
ま
つ
り
開
催

27
日	

紫
波
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
結
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22
日	

産
直
「
紫
波
マ
ル
シ
ェ
」
が
来
店
者
50
万
人
を
達
成

27
日	

古
館
浄
水
場
起
工
式

31
日	

〝
産
直
の
ま
ち「
紫
波
」〟情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
が
始
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
日	

国
道
4
号
の
ア
カ
マ
ツ
、
松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
伐
採

11
日	

彦
部
地
区
に
三
井
報
恩
会
事
業
記
念
碑
が
建
立

14
日	

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
開
館
20
周
年
記
念
式
典

開
催

29
日	
紫
波
型
エ
コ
ハ
ウ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
日	

赤
沢
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
開
催

26
日	

エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成

31
日	

町
内
1
年
間
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成

	

民
間
複
合
施
設
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
～
3
日　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
開
館
2
周
年
記
念
「
オ
ガ
ー
ル
祭

り
2
０
１
4
」
開
催

3
日	

第
43
回
紫
波
夏
ま
つ
り
開
催

9
日	

「
水
分
夏
ま
つ
り
」
2
年
ぶ
り
の
開
催

22
日	

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
と
災
害
時
協
定

を
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
日	

町
消
防
団
が
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞

16
日
～
19
日　
中
央
大
学
「
ア
グ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
開
催

20
、
21
日

	

志
和
公
民
館
主
催「
第
30
回
ふ
る
さ
と
交
流
学
習
会
」開
催

24
日	

小
泉
進
次
郎
大
臣
政
務
官
が
来
町
。
オ
ガ
ー
ル
地
区
を

視
察

28
日	

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
観
戦
ツ
ア
ー
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
、19
日　
第
31
回
紫
波
町
産
業
ま
つ
り
開
催
。青
森
県
平
内
町

が
初
め
て
参
加

21
日	

紫
波
第
一
中
学
校
創
立
60
周
年
記
念
講
演
開
催
。
パ
ラ

リ
ン
ピ
ア
ン
佐
藤
真
海
さ
ん
が
来
校

25
、26
日

	

紫
波
町
図
書
館
開
館
2
周
年
記
念
事
業
と
し
て「
た
だ
よ

う
ま
な
び
や	

文
学
の
学
校	

岩
手
分
校	

2
０
１
4
」開
催

26
日	

紫
波
町
民
劇
場
第
５
回
公
演
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
～
8
日　
日
詰
商
店
街
く
ら
み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

8
日	

紫
波
町
観
光
案
内
人
「
し
ゃ
・
べ
ー
る
」
が
10
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

9
日	

「
志
和
蚤の
み

の
市
」
開
催

13
日	

古
館
地
区
で
「
ゾ
ー
ン
30
」
運
用
開
始

昨年

12月1月2月3月4月5月6月

2

昨年12月
●情報交流館が来館者50万人達成

1月●ラ・フランス温泉館が
来館者450万人達成

2月●熊谷泉町政がスタート

2月●藤原孝町長が退任

3月●水道事業所が閉所

5月●“産直のまち「紫波」”
情報発信システム始動

2月●巽聖歌童謡まつり

6月
●紫波型エコハ
ウスサポートセン
ターがオープン

4月●城山桜まつり

5月
●産直「紫波マルシェ」が
来店者５０万人を達成

振
り
返
ろ
う

２
０
１
４
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7月●赤沢あじさいまつり

9月●自転車ロードレースツアー

6月●三井報恩会事業
記念碑が建立

9月●小泉進次郎
大臣政務官が来町

7月●野村胡堂・あらえびす
記念館２０周年式典

10月●紫波第一中学校
創立60周年記念講演

7月●交通死亡事故
１年間ゼロを達成

8月●オガール祭り2014

10月●町民劇場第５回公演

9月●町消防団が
内閣総理大臣賞を受賞



○
ご
意
見
・
ご
質
問　
　
●
町
か
ら
の
回
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
16
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時

赤
沢
公
民
館　
◎
参
加
者
24
人

○
地
区
の
戸
数
が
減
少
し
て
お
り
、
空
き
家
や

農
地
の
管
理
が
不
安
。

●
行
政
の
私
有
地
へ
の
立
ち
入
り
は
法
的
に
難

し
い
で
す
が
、
荒
廃
は
地
区
に
と
っ
て
も
良
く

な
い
こ
と
で
す
の
で
、
今
後
、
行
政
区
長
を
通

じ
て
空
き
家
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。
所
有
者

の
確
認
を
取
り
、
管
理
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
補
足
】
８
月
に
行
政
区
長
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
、
町
内
に
は
４
０
７
戸
の
空
き
家
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
取
り
壊
し
が
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

が
57
戸
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
57

戸
の
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
な
ど
の
調

査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

○
児
童
館
の
統
合
な
ど
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

要
支
援
・
要
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
る
よ
う
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
要
支
援
の
段
階

に
お
け
る
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
施
策
も
考
え

て
ほ
し
い
。

●
赤
沢
児
童
館
は
昨
年
50
周
年
を
迎
え
て
お
り
、

建
物
も
中
央
保
育
所
の
次
に
古
い
保
育
施
設
で

す
。
東
部
地
区
で
統
合
す
る
場
合
、
ど
こ
の
場

所
に
設
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
児
童
施
設
や
高
齢
者
施
設
を
一

体
的
に
検
討
す
る
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
お
話
を
聞
く
機
会
も
設
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス

か
ら
市
町
村
の
事
業
に
移
行
し
ま
す
。
平
成
29

年
度
ま
で
に
町
で
も
制
度
を
作
り
、
現
在
の
介

護
保
険
制
度
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
、

町
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

中
で
、
現
在
行
っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
訪

問
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
を
含
め
た
多
様
な
サ
ロ
ン
づ
く
り
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
17
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時

水
分
公
民
館　
◎
参
加
者
16
人

○
水
分
地
区
の
追
分
団
地
か
ら
の
通
学
路
で
は
、

17
人
の
子
ど
も
た
ち
が
水
分
小
学
校
に
通
っ
て

い
る
。
全
国
的
に
、
児
童
の
通
学
し
て
い
る
列

に
車
が
突
入
す
る
事
故
が
増
え
て
い
る
が
、
歩

道
の
建
設
の
完
成
目
途
は
い
つ
ご
ろ
か
。

●
追
分
団
地
か
ら
水
分
小
学
校
ま
で
の
通
学
路

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
の
全
国
一
斉
通
学
路

緊
急
合
同
点
検
の
際
に
、
現
地
の
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
追
分
団
地
か
ら
下

二
合
橋
ま
で
の
設
計
を
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

調
査
設
計
で
は
、
路
肩
を
広
げ
て
歩
行
空
間
を

確
保
す
る
な
ど
の
歩
道
整
備
の
方
法
や
、
道
路

の
ど
ち
ら
側
に
整
備
す
る
の
が
よ
い
か
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
調
査
設
計
が
ま
と
ま
り

次
第
、
P
Ｔ
Ａ
の
代
表
の
方
々
と
協
議
し
、
予

算
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
際
は
来
年
度
か
ら
工
事

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
充
実
・
増
員
も

町
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
質
問
を
紹
介
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
座
談
会 

報
告

　
町
は
６
月
16
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、町
内
各
地
区
９
会
場
で
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。今
年
の
座
談
会
で
は
、各
会
場
で「
学
校
の
統
廃
合
」「
企
業
誘
致
」「
定
住
促
進
」な
ど
、少
子
化
や
人

口
減
少
に
か
か
わ
る
話
題
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。延
べ
２
３
７
人
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
に
つ
い
て
、一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、会
場
で
配
布
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
ご
意
見・ご
要
望
の
一
部
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
８
月
９
日
に
発
生
し
た
大
雨
災
害
に
関
す
る
ご
意
見・ご
質
問
は
、ま
と
め
て『
紫
波
ネ
ッ
ト
７

月
号 
№
８
９
１
』に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
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検
討
す
る
な
ど
、
地
域
の
中
の
見
守
り
体
制
も

強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
町
長
の
公
約
に
も
あ
っ
た
企
業
誘
致
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。（
赤
沢
・
佐
比
内
・

彦
部
地
区
で
も
質
問
有
り
）

●
町
は
現
在
、
主
に
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
企

業
懇
談
会
な
ど
に
参
加
し
、
企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
紫
波
町
や
盛

岡
広
域
地
域
の
立
地
上
の
特
色
や
企
業
へ
の
支

援
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
企
業
立
地

の
場
所
と
し
て
は
、
犬
渕
工
業
団
地
や
南
日
詰

工
業
団
地
と
併
せ
て
、
交
通
の
利
便
性
が
良
い

紫
波
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を
候
補
地
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
18
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

長
岡
公
民
館　
◎
参
加
者
15
人

○
４
人
に
1
人
は
高
齢
者
の
時
代
。子
ど
も
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
厳
し
い
状
況
の
中
で
、学
校

の
統
廃
合
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。今

後
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。（
赤
沢・佐

比
内・古
館・彦
部・志
和
地
区
で
も
質
問
有
り
）

●
町
内
で
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、

西
部
・
東
部
地
区
の
学
校
の
小
規
模
化
が
進
ん

で
お
り
、
複
式
学
級
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
現
在
の
ゼ
ロ
歳
児
が
就
学
す
る
平
成
32

年
度
に
は
、
本
年
度
と
比
較
し
て
１
６
２
人
の

小
学
生
が
減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
少
子
化
時
代
の
進
展
に
対
応
す
る
た

め
、
教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
置
き
、「
少
人
数
時
代
に
お
け
る
紫

波
町
教
育
の
在
り
方
」
の
検
討
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。「
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
た
と
き

に
、
し
っ
か
り
生
き
て
い
け
る
か
」「
今
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
環
境
が
良
い
の
か
」

と
い
う
視
点
や
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
な
ど
か

ら
検
討
す
る
と
と
も
に
、
有
識
者
や
町
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
な

ど
し
て
、
丁
寧
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
町
の
借
金
が
気
に
な
る
。
返
済
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

●
町
債
（
町
の
借
金
）
の
毎
年
の
借
入
額
は
、

こ
こ
数
年
、
お
よ
そ
10
億
円
ほ
ど
で
す
。
平
成

24
年
度
は
大
型
事
業
が
重
な
っ
た
た
め
少
し
多

い
14
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
町
債
は
、
建
物
や

道
路
、
水
道
な
ど
、
決
め
ら
れ
た
用
途
で
し
か

借
り
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
債
の
借
入
残
高
は
過
去

10
年
間
で
大
幅
に
減
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

こ
数
年
は
再
び
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
町
債
は
、
財
政
健
全
化
法
（
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
）
や
地
方
債

の
許
可
制
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
平
成
13
年
度
か
ら
地
方
交

付
税
の
原
資
を
補
う
た
め
、
臨
時
財
政
対
策
債

に
よ
っ
て
、
地
方
の
財
源
不
足
を
補
う
方
法
が

と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
償
還
に
当
た
っ
て

は
、
国
が
地
方
交
付
税
で
財
政
措
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
方
に
と
っ
て
は
地
方

交
付
税
と
同
じ
意
味
を
持
ち
ま
す
。
し
か
し
、

国
全
体
で
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
残
高
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
た
め
、
本
年
度
か
ら
は
発
行
を

国
全
体
で
抑
制
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
、
町
の
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に

必
要
で
す
。
し
か
し
、
借
入
残
高
が
多
く
な
る

と
問
題
が
あ
る
の
で
、
毎
年
の
町
債
の
発
行
額

を
お
お
む
ね
10
億
円
程
度
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
や
実
質
公
債
費
比
率
（
平
成
25
年
度
：

11
・
5
％
）
な
ど
の
財
政
健
全
化
指
標
を
見
な

が
ら
財
政
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
８
月
９
日
に
発
生
し
た
大
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
費
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら

の
３
年
間
で
、
総
額
約
９
億
円
を
町
債
で
確
保

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
元
利
償
還
金
の
８
割
か

ら
９
割
程
度
が
、
国
か
ら
財
政
措
置
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
19
日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時

佐
比
内
公
民
館　
◎
参
加
者
22
人

○
い
わ
て
国
体
で
自
転
車
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
に
な

る
道
路
に
は
、
舗
装
の
修
復
が
必
要
な
と
こ
ろ

まちづくり座談会 報告
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が
あ
る
。
工
事
か
ら
30
年
以
上
経
っ
て
お
り
、

か
な
り
傷
ん
だ
道
路
だ
と
思
う
。
普
段
か
ら
少

し
ず
つ
で
も
整
備
で
き
な
い
か
。

●
早
急
に
調
査
・
点
検
の
上
、
最
重
要
な
危
険

箇
所
か
ら
順
次
補
修
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
道
路
の
補
修
以
外
に
も
「
選
手
を

気
持
ち
よ
く
迎
え
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
」「
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
を
広
げ
た
ら
よ
い
の

で
は
」
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
国

体
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
、
町
を
知
っ
て
も
ら

う
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
お
も
て
な
し
方
法
の
検
討
、

施
設
や
コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
準

備
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
来
る
べ
き
日
を
迎
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
ク
マ
や
シ
カ
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

銃
猟
禁
止
区
域
の
看
板
が
新
し
く
な
っ
て
い
た

が
、
彦
部
山
の
周
り
、
長
岡
の
周
り
、
赤
沢
小

学
校
の
周
り
と
あ
る
中
で
も
佐
比
内
地
区
だ
け

特
別
多
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
「
フ

ル
ー
ツ
の
里
」
で
は
な
く
「
鳥
獣
の
楽
園
」
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
禁
止
区
域
は
縮
小
し
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

●
こ
の
５
年
ほ
ど
の
間
に
、ク
マ
、ハ
ク
ビ
シ
ン
、

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
が
増
え
ま
し
た
。
禁
止
区
域

は
５
年
ご
と
に
見
直
し
て
お
り
、
地
域
の
方
々

の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

次
の
見
直
し
の
と
き
は
、
も
っ
と
広
く
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
猟
友
会
は
20
数
人
し
か
い
な
い

の
で
、
隊
員
を
増
や
す
こ
と
も
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

古
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◎
参
加
者
35
人

○
新
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
を
教
え
て
ほ

し
い
。

●
新
庁
舎
の
１
階
に
は
、
町
の
皆
さ
ん
が
よ

く
訪
れ
る
町
民
課
、
福
祉
課
、
長
寿
健
康
課
を

配
置
し
て
お
り
、
段
差
の
少
な
い
建
物
に
す
る

計
画
で
す
。
２
階
と
３
階
に
上
る
た
め
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
整
備
し
、
各
階
に
は
多
目
的
ト
イ

レ
、
１
階
に
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
ト
イ
レ
も
設

置
し
ま
す
。

○
行
政
区
長
や
婦
人
協
力
隊
、
交
通
安
全
母
の

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
が
あ
る
。
若
い
時
に

は
で
き
た
が
、
地
区
全
体
で
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
役
を
務
め
ら
れ
る
人
が
い
な
い
状
態
。

何
か
方
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

●
高
齢
化
は
、
ど
の
地
区
で
も
進
ん
で
い
る
状

況
な
の
で
、
町
全
体
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
一
度
、

現
在
の
取
り
組
み
を
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
古
館
駅
周
辺
の
整
備
を
早
め
に
し
て
ほ
し
い
。

駐
輪
場
が
満
杯
だ
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
内
容
）

●
古
館
駅
周
辺
は
、
町
内
に
あ
る
他
の
２
駅
に

比
べ
て
公
共
施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
朝

夕
の
通
勤
通
学
時
に
混
雑
し
危
険
な
状
態
に
な

る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
も
交
通
環
境
の
改
善

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
古
館
駅
周
辺
の

施
設
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
課
題
が
山
積

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
こ
れ
ら
の
整
理
、
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
整
備
方
針
を

決
定
し
た
上
で
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

情
報
交
流
館　
◎
参
加
者
28
人

○
え
こ
３
セ
ン
タ
ー
の
借
金
を
減
ら
す
に
は
、

今
や
め
る
の
が
一
番
良
い
と
思
う
が
、
現
在
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
借
金
の

償
還
計
画
を
立
て
て
、
改
善
す
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

●
え
こ
３
セ
ン
タ
ー
は
「
環
境
と
福
祉
の
ま
ち
」

の
推
進
を
念
頭
に
置
き
、
資
源
循
環
と
家
畜
排

せ
つ
物
処
理
の
た
め
に
造
っ
た
施
設
で
す
。
新

し
い
攪か

く
は
ん
き

拌
機
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
県
内

の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
３
０
０
０
袋
ほ
ど
新
規

の
販
売
が
増
え
て
い
ま
す
。
堆
肥
は
需
要
が
あ

る
た
め
、
販
売
の
増
加
に
対
応
し
な
が
ら
、
赤

字
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

○
オ
ガ
ー
ル
地
区
沿
線
に
あ
る
樹
木
の
管
理
方

法
に
つ
い
て
十
分
に
考
え
て
ほ
し
い
。

●
希
望
ヶ
丘
線
、
中
新
田
線
の
植
樹
計
画
は
、

災
害
の
発
生
で
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
地
区
周
辺

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

決
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画
に
当
た
っ

て
は
、
景
観
が
長
続
き
し
管
理
し
や
す
い
方
法

を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

赤
石
公
民
館　
◎
参
加
者
44
人

○
地
域
の
街
灯
設
置
の
要
望
は
ど
の
よ
う
に
申

請
す
れ
ば
よ
い
の
か
。（
水
分
地
区
で
も
質
問
有

り
）

●
防
犯
灯
の
設
置
に
は
、
東
北
電
力
か
ら
の
寄

贈
灯
を
活
用
す
る
方
法
と
、
設
置
費
用
を
各
行

政
区
で
負
担
し
て
い
た
だ
く
２
つ
の
方
法
が
あ

り
、
各
行
政
区
と
も
主
に
寄
贈
灯
を
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
震
災
以
降
、
し
ば
ら
く
寄
贈

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
度
は
７
基
の

寄
贈
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
応
募

は
39
件
あ
り
、
寄
贈
灯
だ
け
で
は
皆
さ
ん
の
要

望
に
お
応
え
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

地
域
の
負
担
で
設
置
を
ご
検
討
の
際
は
、

添
架
式
で
１
灯
５
〜
８
万
円
、
ポ
ー
ル
単
独
で

10
万
円
ほ
ど
見
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
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設
置
後
の
防
犯
灯
の
電
気
料
金
を
町
で
負
担

で
き
る
制
度
も
あ
り
、
ま
た
、
道
路
管
理
上
必

要
と
考
え
ら
れ
る
交
差
点
な
ど
へ
の
設
置
は
、

町
で
対
応
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
赤
石
第
２
こ
ど
も
の
家
は
、
育
ち
ざ
か
り
の

子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
は
狭
す
ぎ
る
。
ど
こ
の

地
区
で
も
遊
び
場
が
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

町
で
は
ど
ん
な
方
針
で
運
営
し
て
い
る
の
か
。

●
「
こ
ど
も
の
家
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）」
は
、

1
人
当
た
り
１・６
５
㎡
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
課
後
、

家
に
誰
も
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
を
施
設
で
守

る
と
い
う
目
的
で
運
営
し
て
い
る
た
め
、
運
動

を
想
定
し
た
造
り
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
補
足
】
こ
ど
も
の
家
に
は
公
営
と
民
営
が
あ
る

た
め
、
一
律
に
専
用
の
遊
び
場
を
確
保
す
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
、
近
く
の
公
園
な
ど
の
活
用

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
23
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時

彦
部
公
民
館　
◎
参
加
者
12
人

○
（
一
社
）
観
光
交
流
協
会
が
行
っ
て
い
る
駅

前
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
状
況
を
教
え
て

ほ
し
い
。

●
紫
波
中
央
央
駅
に
は
４
台
、
日
詰
駅
に
は
2

台
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
設

置
し
て
か
ら
の
利
用
率
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

用
途
目
的
が
観
光
で
は
な
い
場
合
も
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
土
日
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
情
報
交
流

館
の
中
に
、
観
光
案
内
板
の
設
置
を
す
る
な
ど

「
自
転
車
の
ま
ち 

紫
波
町
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
で
す
。

○
総
合
体
育
館
の
機
械
器
具
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
買
い
替
え
が
必
要
だ
と
思
う
。

●
給
食
セ
ン
タ
ー
と
総
合
体
育
館
は
、町
で
い
ち

早
く
取
り
入
れ
た
施
設
の
た
め
、機
械
器
具
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。更
新
に
つ
い
て
は
、

体
育
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
24
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時

Ｊ
Ａ
志
和
支
所　
◎
参
加
者
41
人

○
「
こ
の
町
に
住
ん
で
も
ら
う
」
と
い
う
定
住

促
進
の
視
点
か
ら
人
口
増
加
対
策
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。
女
性
を
大
事
に
し
、
子
育
て
支

援
を
充
実
さ
せ
、
医
療
費
を
無
料
に
す
る
な
ど
、

発
想
の
転
換
が
必
要
だ
と
思
う
。

●
町
の
人
口
は
少
し
ず
つ
減
る
傾
向
に
あ
り
、

国
道
４
号
沿
い
の
人
口
は
増
え
て
い
る
一
方
、

西
部
・
東
部
地
域
で
は
減
少
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
対
策
と
し
て
は
、
町
の
人
が
働
け
る

場
の
創
出
と
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
企
業
誘
致
を

進
め
る
と
と
も
に
既
存
企
業
の
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ

る
制
度
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
新
庁
舎
に
移
転
し
た
後
の
庁
舎
や
保
健
セ
ン

タ
ー
の
跡
地
の
使
い
道
は
。

●
町
で
公
共
施
設
と
し
て
使
用
す
る
か
、
町
の

所
有
地
と
す
る
か
な
ど
を
庁
内
で
調
査
し
、
将

来
的
に
利
用
す
る
部
署
が
な
い
場
合
に
は
、
土

地
を
貸
す
か
売
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
町
民
の
ご
意
見
を

聞
く
と
同
時
に
、
維
持
管
理
費
な
ど
を
含
め
た

公
共
施
設
の
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
昨
年
す
こ
や
か
号
の
コ
ー
ス
が
変
わ
り
、
不

便
に
な
っ
た
。
も
う
少
し
細
か
く
回
っ
て
ほ
し

い
し
、
１
周
に
か
か
る
時
間
も
長
す
ぎ
る
の
で

変
更
し
て
ほ
し
い
。

●
今
回
の
変
更
で
、
路
線
を
大
幅
に
増
や
し
、

１
周
に
か
か
る
時
間
も
短
縮
し
ま
し
た
が
、
す

べ
て
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
。
ル
ー
ト
の
変
更
は
、
国
の
許

可
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
は
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
の
改
訂
の
と
き
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

まちづくり座談会 報告

［
担
当
］ 

企
画
課 

情
報
政
策
室

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１  

内
線
３
２
３
２
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岩
手
畜
産
流
通
セ
ン
タ
ー
で
10
月
25
日
、

第
46
回
岩
手
県
畜
産
共
進
会
「
肉
牛
の
部
」

が
行
わ
れ
、
片
寄
地
区
の
畠
山
正
宏
さ
ん

が
肥
育
し
た
肉
牛
が
最
高
賞
の
名
誉
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
県
内
で
育
て

ら
れ
た
１
０
０
頭
が
出
品
さ
れ
、
脂
肪
の
入

り
方
や
肉
の
付
き
方
な
ど
全
11
項
目
に
お
い

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

畠
山
さ
ん
は
「
町
内
で
生
ま
れ
た
牛
を
、

町
内
で
育
て
た
い
」
と
考
え
、
約
20
年
前
か

ら
町
内
の
繁
殖
農
家
か
ら
買
っ
た
子
牛
を
飼

育
。
餌
に
は
、
町
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
餌
と
し

て
与
え
て
お
り
「
紫
波
も
ち
も
ち
牛
」
と
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
受

け
、
畠
山
さ
ん
は
「
よ
う
や
く
答
え
が
出

た
な
と
思
い
ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
で一
生

懸
命
育
て
て
き
た
か
い
が
あ
り
ま
す
」
と
確

か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
や
放
射
能
の
風
評
被
害
に
よ

り
、し
ば
ら
く
消
費
量
が
低
迷
し
て
い
た
町

内
畜
産
業
。し
か
し
、今
年
10
月
に
行
わ
れ

た
産
業
ま
つ
り
で
は
、「
し
わ
牛
研
究
会
」が

販
売
す
る
商
品
が
２
日
目
の
午
前
中
で
完

売
す
る
な
ど
の
消
費
回
復
の
傾
向
が
見
ら

れ
、畠
山
さ
ん
は『
紫
波
も
ち
も
ち
牛
』の
浸

透
を
実
感
さ
れ
た
そ
う
で
す
。「
こ
れ
か
ら
も

消
費
者
の
方
々
の

期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
い
い
牛

を
育
て
て
い
き
た

い
で
す
」と
決
意

を
新
た
に
す
る
畠

山
さ
ん
の
今
回
の

受
賞
は
、町
産
牛

肉
お
よ
び
町
の
繁

殖
農
家
の
さ
ら
な

る
評
価
の
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

食農話題トピックス

県
畜
産
共
進
会
で
名
誉
賞
　
畠
山
正
宏
さ
ん

優勝カップと賞状を手に喜びを語った
畠山正宏さん（左）と息子の満正さん（右）

農
業
を
元
気
に
す
る
若
い
力

認
定
農
業
者
に
百
済
さ
ん
と
富
岡
さ
ん

　
町
外
出
身
の
若
手
就
農
者
2
人
が
新
た
に

町
の
認
定
農
業
者
と
な
り
、
11
月
13
日
、
熊

谷
町
長
か
ら
認
定
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
比
内
地
区
で
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
る

百く
だ
ら済
和
至
さ
ん
（
花
巻
市
出
身
、
34
歳
）
は
、

東
日
本
大
震
災
を
機
に
首
都
圏
か
ら
U
タ
ー

ン
し
、
紫
波
観
光
ブ
ド
ウ
園
（
佐
比
内
）
で

ブ
ド
ウ
栽
培
の
基
礎
を
学
ん
だ
後
、
独
立
。

現
在
は
、
農
村
青
年
ク
ラ
ブ
や
東と

う

葡ぶ
ど
う
せ
が
れ

萄
倅

倶く

ら

ぶ
楽
部
な
ど
に
所
属
し
、
若
手

農
業
経
営
者
と
の
情
報
交
換
に

積
極
的
で
す
。「
就
農
し
て
３
年

が
経
ち
、
た
く
さ
ん
の
人
の
ご

協
力
で
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
て
た
と
い
う
気
持
ち
。

紫
波
町
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

気
持
ち
を
新
た
に
、
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
志
和
地
区
で
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
富
岡

友
佑
さ
ん
（
盛
岡
市
出
身
、31
歳
）

は
、
高
橋
農
園
（
片
寄
）
で
農

業
研
修
を
受
け
た
後
、
29
歳
で

独
立
。
現
在
は
、
甘
さ
に
こ
だ

わ
っ
た
高
品
質
ト
マ
ト
を
生
産

し
て
お
り
、
町
内
の
飲
食
店
の

メ
ニ
ュ
ー
に
も
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
周
囲
か

ら
の
評
判
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
農
業
に
関

わ
り
な
が
ら
、
町
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
気
合

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

※
「
認
定
農
業
者
」
と
は
、
法
に
基
づ
き
町

の
基
本
構
想
に
沿
っ
た
計
画
を
立
て
、
町
に

認
め
ら
れ
た
就
農
者
。
現
在
、
町
内
認
定
農

業
者
は
２
０
５
人
。

熊谷町長から期待の言葉をかけられた百済さん（左）と富岡さん（右）
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赤
沢
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
リ
ン
ゴ
販
売
が
11
月
27

日
、
産
直
あ
か
さ
わ
の
店
頭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年

生
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
10
人
の
児
童
た
ち
は
、
春
か
ら
育
て
て
き
た
リ

ン
ゴ
１
０
０
個
を
大
き
さ
ご
と
に
袋
分
け
し
、
手
作
り

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
販
売
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
「
安
い
よ
～
」「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
で
す
よ
～
」
な
ど
大
き

な
声
で
Ｐ
Ｒ
し
、
遠
く
に
い
る
お
客
さ
ん
に
も
、
試
食

用
の
リ
ン
ゴ
を
持
っ
て
い
き
「
試
食
ど
う
ぞ
、
お
い
し

か
っ
た
ら
買
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
一
人
一
人
に
味
を
確

か
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
栽
培
の
各
作
業
の
意
味
や
大
変
さ
を
肌
で
学

ん
で
き
た
児
童
た
ち
は
「
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
完
売
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
充
実
感
あ
ふ
れ

る
表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

食農話題トピックス
　
佐
比
内
地
区
教
育
実
践
協
議
会
（
山
下
研
悦
会
長
）
と

佐
比
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
梅
津
和
輝
会
長
）は
11
月
23
日
、

佐
比
内
公
民
館
で
ピ
カ
リ
ン
農
園
の
収
穫
祭
を
行
い
ま
し

た
。
佐
比
内
小
学
校
の
児
童
と
保
護
者
、
地
域
の
方
々
な

ど
約
60
人
が
参
加
し
、
高
学
年
は
手
打
ち
そ
ば
、
低
学
年

は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
パ
ン
ケ
ー
キ
と
サ
ラ
ダ
、
焼
き
芋
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
材
料
の
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ソ
バ
は
、
初

夏
か
ら
秋
に
か
け
、児
童
た
ち
が
一
生
懸
命
育
て
た
も
の
。

今
年
は
畑
の
畝
作
り
や
草
取
り
、
ソ
バ
の
実
の
脱
穀
な
ど

も
体
験
し
、
育
て
る
苦
労
も
味
わ
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
「
パ
ン
ケ
ー
キ
を
焼
く
と
き
、
形
を
つ
く
る
の
が
難
し

か
っ
た
け
ど
、
お
い
し
く
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」「
そ
ば

粉
を
練
る
の
は
力
が
必
要
だ
っ
た
し
、
切
る
の
に
は
集
中

力
が
必
要
で
し
た
。
自
分
た
ち
が
一
生
懸
命
つ
く
っ
た
も

の
を
、
み
ん
な
で
一
緒
に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
達
成
感
を
に
じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
日
詰
公
民
館
（
堀
内
憲
一
館
長
）
は
、
11
月
26
、
27
の

両
日
、
日
詰
小
学
校
で
「
わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
詰
地
区
出
身
の
名
誉
町
民
で
あ
る

橋
本
善
太
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
食
事
へ
の
興
味
関
心

を
育
て
よ
う
と
平
成
６
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
20
回
目
。
同
校
３
年
生
の
児
童
57
人
は
、
３
６
５

日
卵
を
産
む
ニ
ワ
ト
リ
を
開
発
し
た
橋
本
善
太
に
つ
い

て
、
日
詰
地
区
先
人
顕
彰
会
の
内
城
弘
隆
さ
ん
か
ら
お
話

を
聞
い
た
後
、
プ
リ
ン
や
鶏
肉
の
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
煮
、

和
風
ス
ー
プ
な
ど
の
料
理
に
挑
戦
。
出
来
上
が
っ
た
料
理

を
口
に
し
た
児
童
た
ち
は
、
口
々
に
「
お
い
し
い
ね
」
と

笑
顔
を
見
せ
、「
ニ
ン
ジ
ン
や
タ
マ
ネ
ギ
を
切
っ
た
の
は

初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
う
ま
く
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
お
母

さ
ん
や
友
達
と
一
緒
に
料
理
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
し
、

お
い
し
か
っ
た
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

丹精込めて育てたリンゴを
産直で販売　赤沢小

児童たちの一生懸命で可愛らしい呼びかけで、リンゴは約30分であっという間に完売

地域の人たちから教わりながら、パンケーキづくりに挑戦する児童たち

実りの喜びを実感
佐比内ピカリン農園収穫祭

卵料理で橋本善太顕彰
日詰小で「わんぱくまつり」

みんなで協力し
てプリンを作る
児童たち

橋本善太が開発し
た365日卵を産む
ニワトリ「白色レグ
ホン」と、肉卵用の
「プリマスロック」
について児童たち
に説明する内城さ
ん（左）
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雪
シ
ー
ズ
ン
到
来

～
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

　
町
は
、
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
町
内
建
設
業
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
路
線
と
除
雪
方
法

　
機
械
作
業
の
た
め
、
幅
員
４
㍍
以
上
の
道
路
を

対
象
に
、
通
勤
通
学
に
重
要
な
路
線
（
２
車
線
の

基
幹
路
線
、
歩
道
）
を
優
先
し
、
そ
の
ほ
か
の
道

路
は
、
生
活
上
利
用
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
生

活
路
線
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

※
積
雪
量
・
降
雪
時
間
・
地
域
事
情
に
よ
っ
て
、

除
雪
作
業
の
時
間
帯
が
異
な
り
ま
す
。

◎
除
雪
を
行
う
積
雪
量
の
目
安
：
降
雪
量
が
お
お

む
ね
10
㌢
程
度
に
達
し
た
と
き

●
玄
関
先
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

降
雪
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
、
少
し
で
も
早
く
、
広
い
範
囲
の
道
路
を
除
雪

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
除
雪
に
よ
っ
て
玄
関
先
に
残
さ
れ
た
雪

の
処
理
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
雪
捨
て
場
の
ご
案
内

　
本
年
度
も
、
地
域
の
一
時
的
な
雪
置
き
場
と
し

て
下
記
の
２
カ
所
の
ほ
か
、
住
宅
密
集
地
で
は
公

園
を
開
放
し
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
雪
以
外
の

も
の
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

滝名川

青山
ふとん店

あづま
幼稚園

山王海土地改良区

志
和
橋

雪捨て場

県道志和石鳥谷線

盛
岡
和
賀
線

出入口 ↖至
紫波I.C

けやき
学園

ＪＡいわて
中央本所

自転車競技場
雪捨て場

紫波
一中出入口

滝名川河川敷（志和橋下流） 北日詰字牡丹野地区
（町資材置場）

　古館地区の一部の道路を30キロ制限にする
「ゾーン30」が、11月13日から始まりました。こ
れは近年、古館地区内の交通量が増加し、人身事
故が発生するなど、交通の危険性が高まっている
ことから、歩行者の安全を確保するために実施す
るものです。

紫波総合
高等学校
●

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

古館駅●

ニュータウン地区

●
古館
小学校

二日町地区

国
道
４
号
線

古館小学校地区■内が
規制ゾーンです

路面表示

ゾーン
3 0

規制標識

区　域
ここから

区　域
ここまで

子どもや高齢者を守る交通安全対策

「ゾーン30」
古館地区でスタート

地域の方々に呼びかける
古館小の児童たち

区域内には専用の標識と道路標示が設けられています

ゾーン30
の区域

　11月27日には、紫
波警察署の古館駐在
所（千葉文明所長）主
催の一斉広報活動が
行われ、交通指導隊
や古館地区交通安全
協会、交通安全母の
会などの関係者約30

人と古館小学校の６年生児童６人が参加し、ロッキー紫波
店の出入り口で来店者に声をかけながらチラシを配りま
した。参加した児童は「ドライバーの皆さんに、ゾーン30に
なったことを忘れずに、これから運転してほしいです」「若い
人からお年寄りまで、安全に気を付けてほしいです」と話し
ていました。 【問合せ】総務課 消防防災室　☎672-2111　内線3132

■
担
当・問
合
せ　
土
木
課 

施
設
管
理
室

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１

　
内
線
５
１
４
１
〜
５
１
４
４
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紫
波
町
観
光
案
内
人
し
ゃ
・
べ
ー

る
（
久
慈
和
子
代
表
）
は
11
月
８
日
、

活
動
開
始
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
、
情
報
交
流
館
で
「
ま

る
ご
と
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

個
性
豊
か
な
９
人
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

が
、
約
３
時
間
に
わ
た
り
、
町
の
紹

介
や
歴
史
講
談
、昔
話
、紙
芝
居
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
幅
広
く
、
町
の

魅
力
を
紹
介
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

で
や
さ
し
く
温
か
い
紫
波
の
方
言
を

織
り
交
ぜ
た
そ
の
語
り
口
は
、
来
場

者
の
皆
さ
ん
の
心
に
自
然
と
入
り
こ

む
も
の
ば
か
り
。
約
１
２
０
人
の
来

場
者
は
「
皆
さ
ん
の
し
ゃ
べ
り
の
す

ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
時
に
い
つ
も
楽
し
く
歴
史
を

教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
紫
波

町
に
移
り
住
ん
で
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
」「
と
て
も
楽
し
い
お
話
を
聞
け

て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
活
動
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
今

後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
し
ゃ
・
べ
ー
る
の
皆
さ
ん
は
こ
の
10

年
間
で
、町
の
魅
力
を
伝
え
る
ツ
ア
ー

や
、高
齢
者
が
集
ま
る「
い
こ
い
の
家
」

へ
の
出
前
講
座
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

回
ほ
ど
実
施
。
昨
年
か
ら
は
、
紫
波

中
央
駅
の
待
合
所
で
土
日
祝
日
限
定

の
観
光
案
内
所
を
開
設
。
今
年
か
ら

は
歴
史
講
談
と
い
う
新
し
い
分
野
も

取
り
入
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
小
笠
原
悦
子
さ
ん

は
「
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
今
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
勉

強
し
、
し
ゃ
・
べ
ー
る
も
紫
波
町
と

と
も
に
育
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
10
年
の
節
目
を
迎
え
て
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
気
持
ち
で
す
」

と
語
り
、
メ
ン
バ
ー
唯
一
の
男
性
で

あ
る
石
幡
信
さ
ん
は
「
町
民
が
胸
を

張
っ
て
紫
波
町
を
自
慢
で
き
る
明
る

い
町
に
な
る
よ
う
に
、
広
く
町
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
活
動
へ

の
意
欲
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

しゃ・べーるのメンバーの皆さん

豊かな公が
息づくまち

町
の
魅
力
伝
え
続
け
て
10
年

紫
波
町
観
光
案
内
人

し
ゃ・べ
ー
る

活動
紹介

今年の城山さくらまつりでの活動の様子

赤石神社にある南面の桜ゆかりの物語を、紙芝居で楽しみました 町の地域づくり活動補助金を活用して購入した釈台を使って披露された講談
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国体
だより

　
情
報
交
流
館
に
11
月
16
日
、希
望
郷

い
わ
て
国
体・希
望
郷
い
わ
て
大
会
実

行
委
員
会
の
ダ
ン
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
訪

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、国
体
で
訪
れ
る

全
国
の
選
手
を
お
も
て
な
し
の
気
持

ち
で
迎
え
る
た
め
に
、県
内
各
市
町
村

の
幼
稚
園
、保
育
所
、小
学
校
な
ど
を

回
っ
て
い
る
も
の
。こ
の
日
は
、日
詰
第

１
こ
ど
も
の
家
に
通
う
児
童
約
40
人

が
、紫
波
町
在
住
の
高
橋
厚
子
さ
ん
か

ら
国
体
ダ
ン
ス
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。約
30
分
間
で
ダ
ン
ス
を
習
得
し
た

児
童
た
ち
は
最
後
、応
援
に
訪
れ
た
県

の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
わ
ん
こ
き
ょ

う
だ
い「
そ
ば
っ
ち
」と
、岩
手
ま
る
ご

と
お
も
て
な
し
隊
と
一
緒
に
元
気
な

踊
り
を
披
露
。菊
地
祐
輝
く
ん（
3
年
）

は「
難
し
か
っ
た

け
ど
、う
ま
く
で

き
た
。国
体
が

楽
し
み
」と
２
年

後
の
大
会
へ
胸

を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

おもっち
（自転車バージョン）

ダ
ン
ス
で
国
体
を

盛
り
上
げ
よ
う

各種目の動きな
どを取り入れた
国体ダンスの楽
しさに、笑顔が広
がっていました。

このコーナーでは、
平成28年に開催される
いわて国体に関わる
町の最新情報を
お知らせします！

　
赤
石
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
赤
石
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
で
10
月
30
日
、い
わ
て
国
体
の
Ｐ
Ｒ
活
動

も
兼
ね
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
旗
づ
く
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
赤
石
小
学
校
の

児
童
た
ち
は
、い
わ
て
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
わ
ん
こ
き
ょ
う
だ
い
や
、「
選
手
の
み

な
さ
ん
フ
ァ
イ
ト
、が
ん
ば
れ
」な
ど
の
い
わ
て
国

体
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
旗
に
書
き
込
み
、国

体
へ
の
期
待
を
高
め
て
い
ま
し
た
。こ
の
旗
は
、

赤
石
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
が
11
月
１
日
に
開
い
た
、赤

石
小
学
校
か
ら
自
転
車
競
技
場
ま
で
を
自
転
車

走
行
す
る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト「
ツ
ー
ル・ド・赤

石
」で
さ
っ
そ
く
応
援
旗
と
し
て
使
用
さ
れ
、現

在
は
赤
石
公
民
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤石こどもクラブが

オリジナル旗を作製

子どもたちが思いを込めて書いた応援旗

▲岩手まるご
とおもてなし
隊の皆さん
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長
崎
県
で
10
月
12
日
か
ら
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」
で
、
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
少
年
男
子
バ
ン
ダ

ム
級
で
出
場
し
た
畠
山
稜た

か
や也

君
（
黒
沢
尻
工
高
３
年
、
紫
波
一

中
卒
）
が
準
優
勝
、
カ
ヌ
ー
競
技
少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
に

出
場
し
た
五
十
嵐
結ゆ

い衣
さ
ん
（
不
来
方
高
２
年
、
紫
波
一
中
卒
）

が
６
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
二
人
と
も
高
校
か
ら
競
技
を

始
め
、
３
年
足
ら
ず
で
日
本
一
を
競
う
ほ
ど
の
選
手
に
成
長
。

畠
山
君
は
「
大
学
進
学
後
も
ボ
ク
シ
ン
グ
を
続
け
ま
す
。
大
学

で
は
日
本
一
に
な
る
の
が
目
標
。
特
に
２
年
後
の
国
体
は
、
地

元
で
の
開
催
と
な
る
の
で
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」、
五
十
嵐
さ

ん
は
「
来
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
シ
ン
グ
ル
、
ペ
ア
、
フ
ォ

ア
の
三
冠
を
目
指
し
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
岩
手
国

体
で
は
、
一
般
の
部
と
な
る
た
め
、
ま
ず
は

出
場
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
さ
ら
な

る
成
長
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
に
続
い
て

開
催
さ
れ
た
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会

（
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
」

で
、
阿
部
寛
之
さ
ん
（
38
歳
・
紫
波
二
中

卒
）
が
水
泳
競
技
50
ｍ
自
由
型
で
見
事
に

優
勝
し
ま
し
た
。
阿
部
さ
ん
は
高
校
生
時

代
に
は
全
国
大
会
も
経
験
し
た
ラ
ガ
ー
マ

ン
で
し
た
が
、
競
技
場
所
を
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
プ
ー
ル
に
変
え
、
ス
イ
マ
ー
と
し
て

全
国
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

※
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
は
、身
体・

知
的・精
神
の
障
害
の
あ
る
人
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
開
催
さ
れ
る
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
、国
体
終
了
後
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

長崎国体で
畠山稜也くん、
五十嵐結衣さんが
大活躍！

▶喜びの表情で
賞状を手にする
畠山選手（左）

長
崎
大
会
で

阿
部
寛
之
さ
ん
が

日
本
一
に

「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」と
喜
び
を
語
る
阿
部
さ
ん

　
い
わ
て
国
体
自
転
車
競

技
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、自
転

車
競
技
の
写
真
な
ど
が
印

刷
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
マ
ッ

ト
を
紫
波
町
図
書
館
の
入

口
に
設
置
し
ま
し
た
。デ

ザ
イ
ン
は
２
種
類
あ
り
、

２
週
間
ご
と
に
交
換
さ
れ

ま
す
の
で
、情
報
交
流
館

に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国体デザイン
マットでPR

図
書
館
の
入
口
で
待
っ
て
る
よ
！

▼晴れやかな笑
顔を見せた五十
嵐さん（右）
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環のくに紫波
　

町
は
平
成
13
年
に
「
環
境
・
循
環
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
町
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
よ
り
良
い
環
境
を

残
し
伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
新
た
な
目
標
数
値
を
定
め
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
実
績
を
基
に
、
本
計
画
の
進
捗
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

目
標
値
と
平
成
25
年
度
の
比
較

　

左
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
目
標
数
値
と
平
成
25
年
度
の

実
績
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　
「（
１
）資
源
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
」の
項
目
で
は
、食

育
、地
産
地
消
、森
林
資
源
循
環
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

が
積
極
的

に
行
わ
れ

て
い
る
こ

と
が
分
か

り
ま
す
。

資
源
保
管

庫
建
設
や

団
体
に
よ

る
資
源
回

収
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
系
ご
み
、

家
庭
系
焼
却
ご
み
の
1
人
1
日
当
た
り
の
排
出
量
が
わ

ず
か
な
が
ら
増
え
て
き
て
い
ま
す
。リ
サ
イ
ク
ル
率
も
向

上
し
て
い
ま
せ
ん
。限
り
あ
る
資
源
の
循
環
を
意
識
し
、一

人一人
が
ご
み
の
減
量
化
を
心
が
け
、リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
の

減
量
化
）・リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）・リ
サ
イ
ク
ル（
再
資
源

化
）に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「（
２
）環
境
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
」の
項
目
で
は
、

企
業
の
森
づ
く
り
、循
環
型
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
、自
然
観
察
会
な
ど
の
取

り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。純
石
け
ん（
わ
か
し
お
石
け
ん
）の
利
用
は
、感
染

症
予
防
の
為
の
消
毒
用
石
鹸
の
需
要
に
押
さ
れ
る
か

た
ち
で
年
々
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。上

流
か
ら
沿
岸
部
へ
の

水
環
境
の
保
全
を
進

め
る
た
め
有
効
な
取

り
組
み
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
「（
３
）環
境
学

習
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
項
目
で
は
、地
域

の
環
境
学
習
、食

育
関
連
講
座
な
ど

の
項
目
の
達
成
率

が
高
く
な
っ
て
い
て

町
の
皆
さ
ん
へ
学
習
機
会
の
提
供
が
で
き
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。ま
た
、平
成
25
年
度
は
町
内
の
全
小
学

校
で「
地
球
温
暖
化
を
防
ご
う
隊
」の
活
動
を
児
童

の
皆
さ
ん
が
行
い
、エ
コ
生
活
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
「（
４
）交
流
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」の

項
目
か
ら
は
、紫
波

町
の
気
候
や
風
土
を

生
か
し
た
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

交
流
人
口
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、広

報
紙
な
ど
を
通
じ
た
情
報
発
信
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

環
境・循
環
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

5月30日のごみゼロ運動（マックスバリュ紫波前）

わかしお石けん(産直マルシェ内で販売中)

料理人 野﨑洋光さんと歩く食材の旅
 (会場：あらえびす記念館)

古館小学校の児童による活動発表会
(会場：アイーナ)
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項目 平成25年度  実績 平成27年度  目標数値
数量・件数など 数量・件数など

（1）資源循環のまちづくり
①えこ３堆肥販売量/年 1194.9t 1400.0ｔ
②循環型農業生産物普及農家登録数/年 35件 80件
③食育パートナー登録数/年 26人 30人
④食ナビアクセス数/日 89件 100件
⑤地産地消推進団体数/延べ 26団体 15団体
⑥学校給食地元の野菜使用量・率 3.28ｔ（5.30%） 17.00ｔ（30.00%）
⑦学校給食地元の果樹使用量・率 2.65ｔ（24.30%） 6.00ｔ（45.00%）
⑧学校給食地元の米使用量・率 52.89ｔ（99.70%） 46.00ｔ（99.70%）
⑨森林間伐実施面積/年 34.22ha 80.00ha
⑩町産木材利用量・一般（平成12年度からの累計） 541.97㎥ 520.00㎥
⑪町内産木質ペレット販売量/年 187.26ｔ 250.00ｔ
⑫生活環境懇談会開催数・人数/年 15回（333人） 20回（600人）
⑬家庭系ごみ1人1日当たりの排出量 615ｇ 559ｇ
⑭家庭系焼却ごみ1人1日当たりの排出量 346ｇ 288ｇ
⑮ごみのリサイクル率 25.70% 31.40%
⑯資源回収団体数/年 117団体 110団体
⑰資源物保管庫建設団体数/累計 73団体 80団体
⑱資源回収団体の資源回収量/年 912ｔ 1200ｔ
⑲エコ・ショップしわ参加店舗/累計 16店 22店

（2）環境創造のまちづくり
①自然観察会の参加者数/年 238人 40人
②環境診断テキスト「チェック＆Do」などを活用した環境調査の実施人数/年 0人 100人
③企業の森づくり取り組み団体/年 8団体 7団体
④水洗化人口普及率 83.30% 82.10%
⑤水環境学習開催数・人数/年 0回（0人） 2回（40人）
⑥水質調査10河川の水質（※1） A類型、0河川 A類型　2河川
⑦純石けん販売数/年 1027個 8000個
⑧循環型エコプロジェクト事業によるCO₂排出削減量/年 2119ｔ 3500ｔ
⑨低公害車の導入/累計 6台 7台
⑩公共施設へのクリーンエネルギー導入・太陽光発電/累計 4施設 4施設
⑪公共施設へのクリーンエネルギー導入・太陽熱利用/累計 1施設 2施設
⑫公共施設へのクリーンエネルギー導入・木質バイオマス燃料利用/累計 11施設 15施設
⑬岩手県版環境家計簿CO₂ダイエット日記取り組み世帯/年 ー  (※2)   300世帯
⑭太陽光発電利用世帯数/累計 （490世帯） (※3)  500世帯
⑮町内一斉清掃参加者/年 1万2132人 1万3600人
⑯まちピカ応援プログラム参加団体/年 7団体 15団体
⑰環境に関する苦情件数/年 75件 52件

（3）環境学習のまちづくり
①学校教育での環境教育講座開催校数 4校 14校
②地球温暖化を防ごう隊員ノート取り組み学校数/年 11校 11校
③地域での環境学習参加者数/年 2939人 1100人
④保育施設等での環境学習開催数、参加者数/年 15回（781人） 18回（540人）
⑤環境関連団体主体の環境学習回数/年 20回 20回
⑥食育推進団体数 12団体 10団体
⑦食育関連講座開催数/年 41回（1182人） 40回（2000人）
⑧世代間交流（伝統・文化の学習）　小中学校/年 14校 14校
⑨世代間交流（伝統・文化の学習）　保育施設/年 226回（1万2761人） 240回（1万4400人）
⑩世代間交流（伝統・文化の学習）　こどもの家/年 30回（1327人） 42回（1680人）

（4）交流と協働のまちづくり
①グリーンツーリズム参加者数 43人 50人
②環境・循環PRセンター利用者/年 3166人 6000人
③環境・循環情報発信/年 38件 80件

 『
紫
波
町
環
境・循
環
基
本
計
画
』進
捗
状
況

(※1)大腸菌群数など、5つの指標によりAA類型からE類型までの6段階で評価するもの 　(※2)県「CO₂ダイエット日記」システムの運用終了(H25年3月
末)に伴い、集計不可　（※3）カッコ内は平成24年度までの実績。25年度は、町の補助金事業が終了したため、集計不可。

15 紫波ネット 2014年12月号



　

皆
さ
ん
は
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
通
称
：
ロ
コ
モ
）」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
す
か
。
こ
れ
は
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど

の
働
き
が
衰
え
る
こ
と
で
、
寝
た
き
り
や
要
介

護
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
平

成
19
年
に
日
本
整
形
外
科
学
会
が
提
唱
し
た
言
葉

で
、
今
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
、
ロ
コ
モ
予
防
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
度
紫
波
町
元
気
は
つ
ら
つ

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は

全
体
の
6
・
6
％
、「
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

と
答
え
た
人
は
22
・
6
％
と
、
ま
だ
ま
だ
浸
透
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ロ
コ
モ
予
防
の
た
め
に

健
康
な
骨
や
筋
肉
を
維
持
し
よ
う

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
寝
た
き
り

や
要
介
護
状
態
に
な
る
主
な
原
因
の
一
つ
で
す
。
要

介
護
と
な
る
主
な
原
因
と
し
て
「
脳
血
管
疾
患
」「
認

知
症
」「
老
衰
」
に
次
い
で
「
関
節
の
疾
患
」「
骨
折
・

転
倒
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
筋
力
の
衰
え
は

40
代
か
ら
表
れ

始
め
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
頭

で
は
若
い
と

思
っ
て
い
て
も

筋
力
が
想
像
以

上
に
衰
え
て
し

ま
う
た
め
、
思

わ
ぬ
事
故
が
起

こ
り
ま
す
。

　
転
倒
に
よ
る
骨
折
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
膝
関
節
な

ど
へ
負
担
を
か
け
ず
に
下
半
身
の
筋
力
を
き
た
え
、

バ
ラ
ン
ス
能
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
転
倒
に
注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
足

腰
に
痛
み
の
あ
る
人
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、日
常
生

活
の
中
で
で
き
る

こ
と
を
今
よ
り
10

分
間
増
や
す
こ
と

も
お
す
す
め
で
す
。

掃
除
や
洗
濯
、家

事
、庭
の
お
手
入

れ
、お
散
歩
。近
所

の
買
い
物
は
歩
い

て
、た
く
さ
ん
買
わ

ず
に
あ
え
て
毎
日

少
し
ず
つ
買
う
と
運
動
に
な
り
ま
す
。体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
時
に
無
理
せ
ず
、ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
徐
々

に
活
動
範
囲
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
は
急
に
や
ろ
う
と
し
て
も
難
し
い
の
で
、
若

い
こ
ろ
か
ら
適
度
な
運
動
を
楽
し
む
習
慣
を
身
に

付
け
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

食
事
で
骨
を
丈
夫
に
！

　

丈
夫
な
骨
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の

は
、
食
事
（
栄
養
素
）
で
す
。
中
で
も
「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
は
骨
粗
鬆
症
予
防
に
重
要
で
す
。
乳
製
品
や
小

魚
は
も
ち
ろ
ん
、
緑
黄
色
野
菜
や
海
藻
類
、
大
豆
製

品
に
も
カ
ル
シ
ウ
ム
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
高
め
る
た
め
に
は
、「
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
キ
ノ
コ
類
や
魚
類
を

一
緒
に
取
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
豆
や
青
菜
類
に
含
ま

れ
る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
・
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
・
葉
酸
」
な
ど
も
意
識
し
て
取

り
た
い
栄
養
素
で
す
。

健康
ロコモティブシンドローム
を予防しましょう

健やかランド紫波健康と福祉の情報コーナー

　　　【担当】　長寿健康課 健康推進室　☎672-2111　内線 6125

脳卒中
27.3％

認知症
18.7％老衰

12.5％

その他
20.9％

心疾患
3.1％

骨折・転倒
8.4％

関節疾患
9.1％

要介護になる原因

関節の
曲げ伸ばし

ロコモ予防に適した運動

ストレッチ・
スクワット

ラジオ体操

ウォーキング

ロコモの
ための
運動訓練

開眼“片足立ち”訓練
●両目を開ける

●バランスが悪い
場合は軽く手を
ついてもよい

●前方に
5cmほど上げる

●転倒しないよう
に、机やイスなど、
必ずつかまるもの
のある場所で行う

右足で片足立ちを1分間
＋

左足で片足立ちを1分間
×

朝・昼・晩3回
=1日分

●片足立ちは両足立ち
に比べて2.75倍の負荷
がかかる
●1分間片足立ち訓練
＝約53分間歩行に相当

(公益社団法⼈ ⽇本整形外科学会ロコモパンフレットより転載)
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S U K O Y A K A  L A N D  S H I W A

1小麦粉に分量の水を少しずつ入れなが
ら、箸で混ぜ合わせ、こねておく。

2カボチャは３㎝くらいの角切りにして多
めの水で煮る。砂糖を加えてさらに煮
る。火がとおったら塩を加えて味を調え
る。

3大きめの鍋にお湯をわかし、1の生地を
手で伸ばしながらちぎってゆでる。2～3
分ゆでたらザルにあげて水気をきる。

42のカボチャに3の生地を入れ、中火で
4～5分煮たら出来上がり。

昔なつかしい
カボチャひっつみ

紫波町食生活改善推進員協議会　長岡地区会員
渡辺成子さんのレシピです

からだよろこぶ
ヘルシーレシピ

●ポイント
昔は砂糖が貴重だったので、今よりも甘さ
を控えて作っていました。

福祉と健康
すこやか情報室

　

あ
る
日
突
然
、
大
切
な
人
に
自
ら
命
を
絶
た

れ
て
し
ま
っ
た
時
、
残
さ
れ
た
遺
族
の
方
々
は
、

激
し
く
辛
い
思
い
に
襲
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
自

死
さ
れ
た
人
を
発
見
し
た
人
な
ど
は
、
強
い
衝

撃
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
ど
う
し
て
変
調
に
早
く
気
付
か
な
か
っ
た

の
か
」
と
自
分
を
責
め
立
て
て
罪
悪
感
に
苦
し

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
泣
い
た
り
、怒
っ

た
り
、
さ
ら
に
は
大
事
な
人
の
後
を
追
い
た
く

な
っ
た
り
、
心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
超
え
た
強

い
衝
撃
に
対
し
、
う
ま
く
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
非
常
に
強
い
ス
ト

レ
ス
に
対
す
る
「
正
常
な
反
応
」
と
い
っ
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
人
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
徐
々

に
心
の
傷
は
和
ら
い
で
い
き
ま
す
が
、
長
期
に

わ
た
っ
て
和
ら
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
時
に
は
、
親
し
い
人
、
信
頼
し
て
い

る
人
な
ど
に
、
そ
の
お
気
持
ち
を
お
話
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
心
の
痛
み
を
周
囲
の

人
に
話
す
こ
と
は
難
し
い
人
も
多
く
、
心
理

的
・
社
会
的
に
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
同

じ
お
悩
み
を
抱
え
た
人
同
士
で
お
話
し
す
る
こ

と
が
、
心
の
安
ら
ぎ
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
苦
し
み
が
長
く
続
い

て
い
る
」「
今
で
も
傷
が
大
き
い
」
な
ど
、
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
く
上
で
支
障
が
あ
る
場
合
に

は
、
無
理
を
せ
ず
に
次
の
よ
う
な
専
門
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
全
国
自
死
遺
族
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
自
死
遺
族
の
つ
ど
い

・
全
国
自
死
遺
族
連
絡
会

・
自
死
遺
族
ラ
イ
ン

・
岩
手
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　「
こ
こ
ろ
サ
ロ
ン
」 

参
加
無
料

■
日
時　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
会
場　
ア
イ
ー
ナ（
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
）

■
内
容　
遺
族
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に

　
関
す
る
情
報
提
供
、
語
り
合
い
、

　
分
か
ち
合
い

■
申
込
・
問
合
せ
　
新
規
の
申
し
込
み
は
、

　
開
催
日
の
２
日
前
ま
で

　
岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎（
６
２
９
）９
６
１
７

材料（４人分）
カボチャ・・・・・・・・・・・・・・・・・中くらいのもの1/4個
小麦粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100ｇ
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80～100㏄
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ3～4
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

遺されたご家族へ
～大切な人を自死で亡くされた皆さんへ～

【担当】福祉課 福祉推進室　☎672-2111　内線 1523
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まちの話題

　
志
和
八
幡
神
社
の
境
内
で
11
月
９
日
、

「
志
和
蚤の

み

の
市
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
地

元
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
「
地
域
を
元
気
に

し
た
い
」
と
企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
が

初
め
て
の
試
み
。
町
内
外
か
ら
約
４
５
０

人
が
訪
れ
、
掘
り
出
し
物
が
な
い
か
、
骨

董
や
古
書
、
農
産
物
、
小
物
な
ど
を
扱
う

９
店
舗
の
商
品
を
１
点
１
点
眺
め
て
い

ま
し
た
。
実
行
委
員
の
熊
谷
育
子
さ
ん
は

「
予
想
以
上
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
こ
の

蚤
の
市
が
、
地
域
の
方
々
や
若
者
が
集
い

活
躍
す
る
場
に
な
っ
て
い
け
ば
。
次
回
は

桜
の
咲
く
時
期
に
開
催
し
た
い
で
す
」
と

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

日
詰
商
店
会
（
鈴
木
弘
幸
会
長
）
は
11
月
６
日
か
ら
8

日
ま
で
、
日
詰
商
店
街
で
「
く
ら
み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
き
ま
し
た
。
「
ま
ち
の
駅
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

「
な
ん
・
バ
ザ
ホ
ー
ル
」
で
の
農
産
物
や
飲
食
物
の
格
安
販

売
の
ほ
か
、
各
飲
食
店
が
連
携
し
て
開
催
し
た
「
食
堂
ま
つ

り
」
や
「
は
し
ご
酒
ま
つ
り
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８

日
に
は
、
大
正
時
代
の
邸
宅
「
平
井
邸
」
で
の
お
茶
会
や
ラ

ジ
オ
の
公
開
生
放
送
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
矢
巾
町
か
ら
訪
れ
た

女
性
は「
ラ
ジ
オ
放
送

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
お
祭
り
で
す
ね
。

平
井
邸
の
古
い
ピ
ア

ノ
を
見
る
の
も
楽
し

み
で
す
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。鈴
木
会
長
は

「
町
外
か
ら
の
お
客
さ

ん
も
多
く
、反
響
が
大

き
か
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。ま
ち
の
歴
史
と

各
店
舗
の
強
み
を
生

か
し
な
が
ら
、オ
ガ
ー

ル
地
区
と
連
携
し
た

新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
つ

く
って
い
け
れ
ば
」と
今

後
の
展
開
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

※「
く
ら
み
ち
」と
は
、平
成

20
年
に
完
成
し
た「
く
ら
し

の
み
ち
ゾ
ー
ン
」の
こ
と
。

空き店舗を活用した紫波総合高等学校の生徒による商品販売も大人気でした（8日）

街の魅力をＰＲ
日詰商店街で
くらみち
フェスティバル

　

産
直
の
ま
ち
「
紫
波
」
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
た
め
、

10
月
か
ら
、
産
業
技
術
短
期
大
学
校
産
業
デ
ザ
イ
ン

科
の
学
生
が
10
産
直
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
生
た
ち
の
卒
業
研
究
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
。
学
生
た
ち
は
、
各
産

直
で
取
材
や
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
、
産
直
な
ら
で

は
の
店
と
客
と
の
距
離
の
近
さ
や
温
か
さ
、
各
店
舗

の
個
性
な
ど
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
て
お
り
「
お
客
さ
ん
の
視
点
で
、
産
直
を
巡
っ

て
み
た
く
な
る
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
産
直
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
は
２
月
末
に
完
成
予
定
。
学
生
た
ち
の
活

動
の
様
子
は
「
産
直
の
ま
ち
紫
波
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

各
産
直
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
！

産
技
短
生
が
ポ
ス
タ
ー
制
作

古館産直センターで小川ユリ子組合長（右）からお話を聞く学生たち

地域を元気にする場づくり
「志和蚤の市」

趣きのある雰囲気の中、たくさんの来場者が
人とのふれあいや買い物を楽しみました
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自
主
防
災
組
織
が

互
い
に
学
び
合
う
交
流
会

　
古
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
11
月
15
日
、
自
主

防
災
組
織
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の

自
主
防
災
組
織
の
代
表
や
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ

よ
う
と
し
て
い
る
地
区
の
皆
さ
ん
な
ど
約
１
２
０

人
が
参
加
。
古
館
地
区
の
取
り
組
み
が
発
表
さ

れ
た
後
、
参
加
者
か
ら
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
他

の
地
区
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。「
民
生
委
員
と
自
主

防
災
組
織
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
悩
み
に
は
「
協
定
を
結
ぶ

こ
と
で
可
能
だ
が
、
要
援
護
者
名
簿
を
見
て
も
、

具
体
的
に
そ
の
人
が
ど
ん
な
人
で
、
ど
ん
な
症

状
な
の
か
は
、
訪
ね
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

実
際
に
民
生
委
員
と
一
緒
に
１
件
１
件
歩
い
て
み

て
や
っ
と
確
か
め
ら
れ
た
」
な
ど
、
他
の
参
加
者

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
町
は
、
今
後

も
定
期
的
に
交
流
会
を
開
く
予
定
で
す
。

古館地区の事例に真剣に聞き入る参加者

　
紫
波
町
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
（
作
山
良
樹
分
団
長
）

主
催
の
基
本
訓
練
は
11
月
23
日
、
紫
波
消
防
署
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
新
た
に
入
隊
し
た
女
性
３

人
を
含
む
ラ
ッ
パ
隊
員
と
女
性
消
防
団
員
の
全
27

人
が
参
加
し
、
消
防
署
員
か
ら
訓
練
礼
式
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、敬
礼
や
「
右
向
け
右
」や
「
右

習
え
」
な
ど
の
基
本
動
作
を
実
践
し
な
が
ら
学
び

ま
し
た
。
作
山
隊
長
は
「
ラ
ッ
パ
隊
も
本
部
団
員

の
一
人
な
の
で
、
模
範
と
な
る
よ
う
な
動
作
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
大
切
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施

し
、
消
防
団
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
音
楽
活
動
を

深
め
て
い
き
た
い
。
女
性
団
員
の
活
躍
の
場
を
広

げ
る
と
と
も
に
若
手
団
員
の
増
員
に
も
つ
な
げ
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
町
消

防
団
員
は
５
３
９
人
（
定
員
６
０
４
人
）、
女
性
消

防
団
員
は
９
人
で
す
。

ラッパ隊と女性団員が基本の
規律訓練

敬礼のときには、手首をまっすぐに伸ばすのがポイント

第４回サイエンスおはなし会
　環境について学べる紙芝居、手回し発
電体験、キャンドル作りをします。
■日時　１月１１日（日） 午前１０時３０分～正午
■会場　情報交流館 １階 市民交流ステージ
■対象　小学１～４年生の児童
■定員　２０人（保護者同伴可）
■申込・問合せ　12月１６日（火）から定員になり次

第締め切り　紫波町図書館　☎６７１-３７４６

花巻市立図書館の利用者範囲が 
拡大されました
　10月27日から花巻市立図書館の利用者範囲が
拡大されました。これにより、紫波町在住者も本の
貸し出しサービスの利用が可能になりましたので、
お知らせします。
◎利用できる花巻市立図書館　花巻図書館、大迫
図書館、石鳥谷図書館、東和図書館
◎利用できる市町　盛岡市、宮古市、北上市、遠野
市、奥州市、雫石町、紫波町、西和賀町
※利用登録には、本人確認のできる
運転免許証、保険証、学生証などが必
要です。

図書館
からの
お知らせ

　
図
書
館
で
10
月
28
日
、「
夜
の
と
し
ょ
か
ん
」

第
３
夜
が
行
わ
れ
、「
現
代
の
手
仕
事
の
話
」と

題
し
、ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の「
手
仕
事
フ
ォ
ー

ラ
ム
」代
表
の
久
野
恵
一
さ
ん
と
志
和
地
区
の

「
型
染
工
房
小
田
中
」の
小
田
中
耕
一
さ
ん
が

お
話
し
ま
し
た
。約
70
人
の
来
場
者
は
、民み

ん
げ
い藝

品
が
生
ま
れ
る
背
景
に
あ
る
地
域
性
や
洗
練

さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
、作
り
手
の
誠
実
さ
、そ
こ
に

見
出
す「
美
」に
つ
い
て
語
る
お
二
人
の
話
に
、

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。久
野
さ
ん

は
最
後
に「
そ
の
地
に
根
差
し
た
人
が
作
る
品

を
、地
元
の
人
が
認
め
、使
い
、広
め
て
い
く
こ

と
が
民
藝
を
育
て
る
発
火
点
と
な
る
。皆
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
、身
近
な
地
域
で
作
ら
れ
た
も
の
を

使
っ
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

地
元
の
風
土
が
育
む

「
手
仕
事
」の
良
さ
を
次
世
代
に

終
了
後
も
、民
藝
品
を
手
に
取
っ
て
見
た

り
、お
二
人
か
ら
お
話
を
聞
い
た
り
す
る

な
ど
、話
の
余
韻
を
楽
し
む
人
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

夜
の
と
し
ょ
か
ん

第
３
夜
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暮らしの情報

　
稲
藤
第
一
農
産
加
工
組
合
が
提
案
す
る
食
育

推
進
事
業
と
し
て
、生
産
量
県
内
一
の
地
元
産
そ

ば
粉
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち
体
験
と
、で
き
あ
が
っ

た
そ
ば
の
試
食
を
し
ま
す
。（
そ
ば
の
お
持
ち
帰

り
も
あ
り
ま
す
）

■
日
時　
１
月
10
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

■
会
場 

情
報
交
流
館 

１
階 

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

■
講
師　
稲
藤
第
一
農
産
加
工
組
合

　
西
在
家
悦
子
氏

■
対
象　
小
学
生
の
子
と
親

■
定
員　
各
時
間
２
組
（
午
前
10
時
30
分
、11
時
、

　
11
時
30
分
、
午
後
0
時
、
0
時
30
分
）

■
参
加
料　
親
子
１
組　
１
０
０
０
円

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上
履
き

■
申
込
・
問
合
せ　
１
月
７
日
（
水
）
ま
で

　
農
林
課 

食
育
担
当

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１　
内
線
３
３
１
２

　
有
線（
０
１
）８
８
２
２

　
地
域
に
伝
わ
っ
て
き
た
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ

お
話
を
聞
き
、
親
子
で
伝
統
食
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　
１
月
14
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

■
会
場　
保
健
セ
ン
タ
ー 

調
理
実
習
室

■
内
容　
ひ
な
祭
り
の
お
話
と
調
理
体
験
（
ひ
な

ま
ん
じ
ゅ
う
、き
り
せ
ん
し
ょ
、ば
ら
の
花
ず
し
、

お
吸
い
物
）

■
講
師　
岩
手
県
食
の
匠 

細
川
玲
子
氏
／
紫
波

町
観
光
案
内
人「
し
ゃ
・
べ
ー
る
」久
慈
和
子
氏

■
対
象　
小
学
生
の
子
と
親　
12
組

■
参
加
料　
親
子
１
組　
１
０
０
０
円

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上
履
き

■
申
込
・
問
合
せ　
１
月
７
日
（
水
）
ま
で　

 

　
農
林
課 

食
育
担
当

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１　
内
線
３
３
１
２

　
有
線（
０
１
）８
８
２
２

　
母
子
家
庭
の
母
親
を
対
象
と
し
た
、
Ｉ
Ｔ
講
習

会
で
す
。
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

受
講
無
料

■
日
時　

２
月
１
日（
日
）、８
日（
日
）、15
日

（
日
）、22
日（
日
）、28
日（
土
）（
全
５
回
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
会
場　
リ
ン
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
資
格
ス
ク
ー
ル
大

栄
盛
岡
校
（
盛
岡
市
盛
岡
駅
前
通
）

■
対
象
・
定
員　
母
子
家
庭
の
母　
12
人

■
申
込
・
問
合
せ　
１
月
15
日
（
木
）
ま
で

　
岩
手
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
☎（
６
５
４
）９
８
３
８

　
「
こ
ど
も
の
家
（
学
童
保
育
施
設
）」
の
利
用

を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
課
で
配
布
す
る
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
福
祉
課
こ
ど
も
室

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
継
続
し
て
利
用
を
希

望
の
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
入
所
希

望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
新
1
年
生
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

■
対
象　
共
働
き
な
ど
で
、放
課
後
に
ご
家
族
が

留
守
に
な
る
家
庭
の
小
学
生（
お
お
む
ね
３
年

生
ま
で
）

■
使
用
時
間　
（
平
日
）下
校
時
～
午
後
６
時（
土

曜
日・長
期
休
み
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

■
定
員　
日
詰
こ
ど
も
の
家　
50
人
／
日
詰
第
二

こ
ど
も
の
家 

35
人
／
古
館
こ
ど
も
の
家 

50
人

／
古
館
第
二
こ
ど
も
の
家 

30
人
／
古
館
第
三

こ
ど
も
の
家 

50
人
／
赤
石
こ
ど
も
の
家 

50
人

／
赤
石
第
二
こ
ど
も
の
家 

30
人
／
水
分
こ
ど

も
の
家 

10
人

■
申
込
受
付　
１
月
９
日（
金
）ま
で

　
福
祉
課 

こ
ど
も
室　
（
平
日 

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）

　
※
毎
週
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
し

て
い
ま
す
。

■
結
果
通
知
　

3
月
上
旬
ご
ろ
通
知
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
福
祉
課 

こ
ど
も
室

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１　
内
線
１
５
３
２

　
昨
年
、
養
蜂
振
興
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
趣
味
で
蜜
蜂
を
飼
養
し
て
い
る
人
に
も
蜜
蜂

飼
育
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
届
出

書
は
、
毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
盛
岡
広
域
振
興
局

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
花
粉

交
配
用
に
飼
養
す
る
人
や
、
学
術
研
究
な
ど
の
た

め
に
密
閉
さ
れ
た
空
間
で
飼
養
す
る
人
は
除
外
さ

れ
ま
す
。
届
出
の
様
式
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
盛
岡
広
域
振
興
局 
農
政
部 

農
業
振
興
課

　
☎（
６
２
９
）６
６
０
３

紫波エリア担当

レイス治療院グループ
盛岡となん整骨院
盛岡市三本柳10地割17-53
TEL.フリーダイヤル
　0120-213-222

岩手県知事免許（１）第２４４０号・（公社）全日本不動産協会会員

（株）紫波中央不動産プラス
グループ

〒028-3305 紫波町日詰字丸盛222-1（ソフトバンク紫波さん 隣り）

☎019-671-2161 紫波中央不動産 検索

眠っている不動産はありませんか

プラスグループでは一般事務パートを募集中！
詳細はお電話にて→☎019-672-5020まで

土地・建物の有効活用
等、ご相談賜ります

不動産の
ことなら

秘密厳守
相談・見積は無料

マッサージのプロフェッショナルを目指すマッサージ師さん募集！

お試し体験
実施中！！
お試し体験
実施中！！

長野県神城断層地震災害義援金を募集しています 詳しくはホームページをご覧ください。
■募集期間 平成27年3月31日（火）まで　■問合せ 日本赤十字社岩手県支部　☎623-7218

平
成
27
年
度「
こ
ど
も
の
家
」

利
用
申
込
は
１
月
９
日（
金
）ま
で

お
知
ら
せ

「
親
子
で
伝
統
食
を
つ
く
ろ
う
！
」

蜜
蜂
を
飼
養
し
て
い
る
人
は

１
月
31
日
ま
で
に
届
出
が
必
要
で
す

催
　
　
し

親
子
で
楽
し
い
そ
ば
打
ち
体
験

仕
事
に
役
立
つ
Ｉ
Ｔ
講
習

※
「
片
寄
こ
ど
も
の
家
」「
ぬ
く
も
り
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
」「
星
山
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
へ
の

入
所
希
望
者
は
、
各
団
体
に
直
接
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ

片
寄
こ
ど
も
の
家 

☎
（
６
７
３
）
６
０
６
０

（
担
当
：
川
村
）
／
ぬ
く
も
り
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ 

☎
（
６
７
１
）
７
３
０
０
（
担
当
：
熊

谷
）
／
星
山
こ
ど
も
ク
ラ
ブ 

☎
（
６
７
２
）

６
５
１
１
（
担
当
：
葛
西
）
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　コミュニティバス「すこやか号」は、
１２月３０日から１月２日までの年末年
始期間も休まず運行します。
　ただし、川西中線（１２月３１日、１月２
日運行）については、志和稲荷神社と
志和古稲荷神社への初詣参拝客など
で周辺道路が渋滞することから、運行
経路が次のとおり一部変更されます。
■経路変更
　川西中線：土地改良区北側～八幡公
民館～古稲荷の区間は経由しません。
■問合せ
　岩手県交通(株)紫波営業所　☎672-2120
　紫波町役場 企画課 政策調整室　☎672-2111(内線3223)

清掃センターの 
年末年始休業について
　盛岡・紫波地区環境施設組合清掃
センターは、年末年始の期間、以下の
とおりお休みします。
ごみ収集・ごみの受け入れ
12月31日（水）～1月4日（日）
引取りごみ
12月27日（土）～1月4日（日）
田園有機の配達
12月28日（日）～1月4日（日）
ふれあい館（お風呂、ゲートボール）
12月29日（月）～1月5日（月）
犬猫などの処理
12月31日（水）～1月4日（日）

年末年始の
し尿汲み取りについて
　紫波、稗貫衛生処理組合は、12月
30日（火）の午前中まで、し尿の受け
入れをします。年末年始は大変混み合
いますので、10日間程度の余裕を持っ
てお申し込みください。
■休業期間
　12月30日（火）正午～１月５日（月）
■し尿汲み取りの依頼
　藤原清掃社　☎６７３-６２１３
　紫波衛生社　☎６７２-２６５６
■その他の問合せ
　紫波、稗貫衛生処理組合
　☎６７２-２０１７　有線０４-６０６８

特殊詐欺による県内の被害が 
増加しています
県内特殊詐欺（振り込め詐欺など）の発生
状況（１０月末）
認知件数：67件（前年比＋23件）
被 害 額：３億609万円
　　　　（前年比－１億225万円）
◎こんな電話は詐欺です！
「レターパック、宅急便で現金を送れ」
「電話番号が変わった」「必ず儲かる」
「名義を貸してほしい」「ATMを操作し
てくれ」
■問合せ　総務課 消防防災室
　☎６７２-２１１１　内線３１４３

「すこやか号」は年末年始も運行します

紫波町小屋敷字新在家90番地

FAX 019-673-8556
019-673-8555

ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/
検 索ラ・フランス温泉館

つるりん

ハダカのおつきあいで一家だんらん。
お買い求めは県内酒販店・スーパー・百貨店にて

http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/☎019-676-5301
FAX 019-673-8556
019-673-8555 ハダカのおつきあいで一家だんらん。

ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/
検 索ラ・フランス温泉館

つるりん

年越しカウントダウン終了後、大広間にて鏡開き、日本酒ラ・フランスジュースのお振舞

12/31
24：30頃から
餅つき、
餅振る舞い
先着200名

12/31
21：00～23：

00

レストラン
にて

年越しそば
の

販売　

大晦日オールナイト営業
 12月31日(水)10時▶1月1日(木)22時まで

2014年産

新酒
にごりワイン
[ロゼ・甘口]
750ml

好評発売中
！

　
町
は
、
新
た
に
「
紫
波
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
原
案
に
対
す

る
ご
意
見
を
公
募
し
ま
す
。
計
画
案
は
役
場
福
祉

課
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
、
ゆ
い
っ
と

サ
ロ
ン
（
情
報
交
流
館
１
階
）、
紫
波
町
図
書
館
、

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.tow

n.
shiw

a.iw
ate.jp/cm

s/

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　
12
月
17
日（
水
）～
1
月
20
日（
火
）

■
提
出
・
問
合
せ　
住
所
、氏
名
、年
齢
を
記
載

し
、持
参
ま
た
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

　
福
祉
課 

こ
ど
も
室　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１

　

内
線
１
５
３
１　
FAX（
６
７
２
）２
３
１
１　

*fukushi@
tow

n.shiw
a.iw

ate.jp

　
町
は
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
町
内
の
施
工

業
者
に
依
頼
し
て
行
う
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
対
し
て
、「
平
太
く
ん
商
品
券
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
の
受
付
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
検
討
し
て

い
る
人
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
交
付
内
容　
工
事
代
金（
税
抜
30
万
円
以
上
）の

10
％
の
額
に
相
当
す
る
商
品
券（
上
限
10
万
円
分
）

■
募
集
件
数　
９
件
程
度（
平
成
27
年
３
月
中
旬

ま
で
に
工
事
が
完
了
す
る
人
）

■
申
込・問
合
せ　
都
市
計
画
課 

ま
ち
デ
ザ
イ
ン
室

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１　
内
線
５
２
２
２

　
（
一
社
）
紫
波
町
観
光
交
流
協
会
は
、
紫
波
冬

ま
つ
り
で
行
う
「
鍋
・
な
べ
合
戦
」
へ
の
出
店
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
慢
の
鍋
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時 

1
月
17
日（
土
）

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

■
会
場 
ラ・フ
ラ
ン
ス
温
泉
館 

ホ
テ
ル
湯
楽
々

　
交
流
プ
ラ
ザ

■
対
象　
町
内
在
住
者

■
出
店
料　
３
０
０
０
円

■
申
込・問
合
せ　
12
月
17
日（
水
）ま
で

　
（
一
社
）
紫
波
町
観
光
交
流
協
会

　
☎（
６
７
６
）４
４
７
７

募
　
　
集

子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
案
）へ
の
意
見
公
募 

市
民
参
加

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励
事
業
の

募
集
の
お
知
ら
せ

２
０
１
５
紫
波
冬
ま
つ
り

「
鍋・な
べ
合
戦
」の
出
店
者
募
集

温泉館
ききょう荘

あづまね温泉入口

古稲荷
蓬田

八幡
公民館

宮手

芽吹き屋
稲藤第一
公民館北

参道南口
志和仲町

土地改良区北側

川西中線
破線は
通常経路

岩手県特定（産業別）最低賃金が12月18日（木）から改定されます。 詳しくはホームページをご覧ください。
■問合せ　岩手労働局労働局 基準部 賃金室　☎604-3008 岩手労働局 検索21 紫波ネット 2014年12月号



 

被
災
地
と
紫
波
の 

 

子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぐ

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
半
が
経
ち
、
被
災
地
で
は

今
、
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
先
日
お
会

い
し
た
大
槌
町
の
人
は
、「『
つ
な
が
り
』
が
欲
し
い
」
と
お
っ
し
ゃっ
て

い
ま
し
た
。
今
月
の
ゆ
い
っ
と
コ
ラ
ム
で
は
、「
被
災
さ
れ
た
人
の
た
め

に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
い
う
紫
波
の
子
ど
も
た
ち

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
日
詰
20
区
子
ど
も
会
」
で
は
、
も
う
す
ぐ
始
ま
る
冬
休
み
の
行
事

と
し
て
、
被
災
地
の
人
を
お
招
き
し
、
被
災
地
の
今
を
知
り
自
分
た

ち
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
機
会
を
作
ろ
う
と
企
画
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
自
ら
も
大
槌
町
で
被
災
し
な
が
ら
現
在
は
釜
石
で
団
体
に

属
し
て
支
援
活
動
を
し
て
い
る
一ひ

と
つ
か
ぶ
と兜
育い

く
え恵
さ
ん
を
お
招
き

し
、
津
波
が
襲
っ
た
当
日
の
様
子
や
復
興
の
状
況
に
つ
い
て

お
話
を
聞
い
た
後
、
親
子
で
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
た
マ
ス

コ
ッ
ト
作
り
を
し
ま
す
。
作
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
被
災
者

の
皆
さ
ん
が
集
う
場
所
に
飾
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
作
っ
た
か
わ
い
い
果
物
や

動
物
の
マ
ス
コ
ッ
ト
た
ち
に
、
被
災
者

の
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と
元
気
付
け
ら
れ

ほ
っ
と
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
紫
波
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
少
し
衝
撃
が
薄
れ
て
き
た
今
だ

か
ら
こ
そ
、
改
め
て
被
災
当
時
の
様
子

を
思
い
返
し
、
復
興
が
進
ん
で
い
る
と

は
い
え
ま
だ
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る

人
々
が
い
る
こ
と
を
知
り
、「
つ
な
が
り
」

を
つ
く
っ
て
い
く
い
い
機
会
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
「
ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
」
で
は
、
こ
の
よ

う
な
活
動
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

年中使える
便利な
トラクター

岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278 
☎676-7676 FAX676-4404

中央葬祭センター「シンセラホール紫波」
紫
波
中
央
駅

紫
波
町
役
場

国

道

４

号

線
はらぺこ

エムズビデオ 紫波橋→

サンビレッジ紫波

JAいわて
中央本所

シンセラホール紫波

N

▼入口

○生花・盛籠（各種）1,000円割引
　 ※税込21,000円以上の商品に限らせていただきます。

○祭壇貸出料20％割引
○通夜室使用料20%割引
○仏具展示品10％割引
○引き出物、返礼品10％割引

○生花・盛籠（各種）1,000円割引
　 ※税込21,000円以上の商品に限らせていただきます。

○祭壇貸出料20％割引
○通夜室使用料20%割引
○仏具展示品10％割引
○引き出物、返礼品10％割引

「しらゆり会員」募集中「しらゆり会員」募集中
シンセラホール紫波中央葬祭

センター

特
典 入会金

10,000円
家賃

（古物商：第211030000835号）
(株)マイタコーポレーション ☎019（697）3939

紫波郡矢巾町煙山17-78-1（古物商：第211030000835号）

中古

中古

1,580,000円 650,000円
ヤンマートラクター
F-230 1998y 322hr

ヤンマートラクター
YM1510D 1985y 670hr

矢巾町大字又兵工新田5-67-1医療福祉多機能ビルケアセンター南昌（矢幅駅西口）
☎019-698-2015(代)  ☎019-698-3033(受付)

こずかた診療所
内科・リハビリテーション科
■診療時間平日　9:00～12:00/13:30～17:30
■受付時間平日　8:30～11:30/13:15～17:00
■休診　土曜・日曜・祝日

介護老人保健施設 博愛荘
■施設概要　在宅復帰に向けた支援を目的に、医学的管理のもとに看護・介護
及びリハビリテーション、その他日常生活のお世話をさせていただきます。
■利用対象者　65歳以上で介護保険の要介護1～5の認定を受けられた方。
※45歳以上の方は特定疾病の診断を受けなおかつ要介護1～5の方

☎019-613-8257
お電話での問い合わせ

サービス付き高齢者向け住宅サービス付き高齢者向け住宅

ハートホームだいちハートホームだいち

ハートホームだいち 検索
詳しくはホームページをご覧ください

http://www.daiti-home.com/

ハートホームだいちは、安全・安心・快適なスロー
ライフを満喫できる、サービス付き高齢者向け住宅です。

担当：吉田・遠藤 まで

自
分
で
選
べ
る

自
分
ら
し
い
生
活

釜石で復興支援の活動を
されている一

ひとつかぶと

兜さん

元気です！！ゆいっとサロン

市民活動支援センター
ゆいっとサロン
開設・電話受付時間：
午後1時～6時（月曜日休み）
☎676-2468
ブログ：ゆいっと気まぐれ日記

ゆいっとサロン 検 索検 索
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●ごみを拾わなくてもごみ
がないのが理想ですね。1人
1人の心がけが大切ですが、
まず自分自身から気を付け
て、協力できる
ところから始め
てみようと思い
ます。
（日詰地区・４０代）

スマホ用QRコード

有限会社 サトウ時計店
紫波町日詰字郡山駅２０９（日詰商店街・バス停前）

各眼科処方箋承ります。

☎676-2838

当店には              が在籍しております

銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店

メガネは認定眼鏡士の店でお選び下さい。メガネは認定眼鏡士の店でお選び下さい。

眼鏡屋 目明かし堂眼鏡屋 目明かし堂
メール会員になると、もっとお得な情報が
ゲットできます！携帯・スマホからアクセス！ 古館駅

●中島歯科

至花巻 ４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

相心館 ゆう美容室

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺古屋敷６-32
TEL019-676-5825 

E-mail yu@posh.jp
OPEN8:40
CLOSE18:30

年末２９日～３１日は通常営業 年始１日～５日まで正月休み

http://www.meakashi.com

詳しくはＷｅｂで
目明かし堂 検 索

認定眼鏡士認定眼鏡士

今期最後のカットまつり
１２月１９日 夜受付延長１９時まで

●

ゼ
ビ
オ
ス
ポ
ー
ツ

2014感謝祭
実施中

12月31日まで

パーマ・カラー・ヘナ￥1000引き
縮毛矯正￥3000引き／ヘットスパ20％引き
「カットブロー対象外」

　
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思

ふ
も
の
」
と
詠
ん
だ
の
は
石
川
県
金

沢
の
詩
人
、
室
生
犀
星
だ
が
、
北

陸
新
幹
線
の
延
伸
に
よ
り
、
富
山
、

石
川
も
遠
く
の
県
で
は
な
く
な
る
。

東
北
新
幹
線
も
函
館
ま
で
つ
な
が

る
時
代
で
あ
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
言
葉
に
は

独
特
の
響
き
が
あ
る
。
私
の
同
級

生
の
多
く
が
集
団
就
職
列
車
で
、

日
詰
駅
か
ら
夕
刻
、
学
生
服
、
セ
ー

ラ
ー
服
で
故
郷
を
後
に
し
た
。
今

は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
活
躍
し
立

派
に
家
庭
を
築
い
て
い
る
。
そ
ん

な
世
代
と
そ
の
先
輩
た
ち
が
年
に

一
度
集
う
の
が
、
紫
波
町
ふ
る
さ

と
会
の
集
い
で
あ
る
。

　

今
年
も
錦
糸
町
の
ホ
テ
ル
で
11

月
２
日
、
28
回
目
が
開
催
さ
れ
た
。

町
か
ら
も
中
学
生
を
は
じ
め
と
す

る
星
山
神
楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
が

郷
土
芸
能
を
披
露
し
て
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。
私
も
小
学
生
の

こ
ろ
遊
ん
だ
近
所
の
人
と
、
60
年

振
り
に
再
会
し
楽
し
い
ひ
と
時
で

あ
っ
た
。
各
地
区
の
テ
ー
ブ
ル
で

も
話
が
弾
ん
で
い
た
。
町
の
物
産

販
売
や
、
福
引
景
品
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　

し
か
し
、
藤
原
洋
雄
会
長
（
赤

沢
出
身
）
の
お
話
で
は
、
参
加
者

が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
わ
れ
わ
れ
団
塊
の
世
代
も
定

年
を
迎
え
た
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
。

来
年
は
同
級
生
に
も
参
加
を
呼
び

掛
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
異
土
の
乞か

た
い食
と
な
る
と
て
も 

歸か
え

る
と
こ
ろ
に
あ
る
ま
じ
や
」。
そ
れ

は
一
つ
の
気
概
と
し
て
も
、
帰
る
故

郷
が
無
く
な
る
方
が
も
っ
と
悲
し

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
人
は
帰
る
と

こ
ろ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
外
に
向

か
っ
て
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
。

ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ
ん
に
も
「
紫

波
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
と
、
と

て
も
う
れ
し
い
」
と
励
ま
さ
れ
た
。

　

平
成
27
年
の
正
月
は
大
型
連
休
、

新
幹
線
で
盛
岡
ま
で
２
時
間
半
、
紫

波
に
帰
り
新
年
に
向
か
っ
て
大
い
に

英
気
を
養
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
皆
様
も
家
族
そ
ろ
っ
て
良
い
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

熊
　
谷
　
　
泉

町

長

メ

ッ

セ

ー

ジ

知
し

って分
わ

かっておさらい
クイズ★

歩行者の安全を守るため、
古館地区内で始まった交通
安全対策の名前は？

🆀 寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見

ご
感
想

郵便はがきまたは電子メールで、①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号 ⑤答え ⑥A 今月号の『紫波ネット』の
ご感想／B 特集記事についてのご要望／C 広報紙に対するご意見・ご要望のいずれかを記入の上、ご応募く
ださい。応募期限は１月８日（木）です。
〒028-3392 紫波町役場  企画課 情報政策室 「おさらいクイズ」係 *joho@town.shiwa.iwate.jp
正解者の中から、抽選で図書カードをプレゼントします。たくさんのご応募をお待ちしています！
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　町は、皆さんの身近にある「こ
れはすごい！」「みんなに広めた
い！」という達人技や名人、職人、
趣味人など、紫波の魅力として
紹介したいと思う地域の方 （々企
業）の情報を募集しています。小
さな情報でも構いませんので、ご
連絡をお願いします。

【連絡先・問合せ】 
〒028-3392 紫波町役場 企画課 
情報政策室「紫波の達人」係
☎672-2111（内線3232）
*joho@town.shiwa.iwate.jp

　
今
年
10
月
末
、赤
沢
地
区
牛
ヶ
馬
場
の
「
あ

じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
の
途
中
に
あ
る
通
称
「
あ
じ

さ
い
山
」
の
て
っ
ぺ
ん
に
、
新
た
に
東
屋
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
東
屋
作
り
の
中
心
と
し

て
活
躍
し
た
の
が
、
こ
の
土
地
の
持
ち
主
で
あ

り
、
家
業
の
ブ
ド
ウ
農
家
を
営
む
傍
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
木
工
品
の
製
作
や
木
材
を
加
工
す

る
た
め
の
装
置
を
自
作
し
て
い
る
藤
原
定
雄

さ
ん
で
す
。
藤
原
さ
ん
は
「
椅
子
や
テ
ー
ブ

ル
も
作
る
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
る
憩
い
の
場
所
に
な
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い

ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

藤
原
さ
ん
が
丸
太
加
工
を
始
め
た
の
は
、

今
か
ら
約
13
年
前
の
こ
と
。
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
の
夢
だ
っ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
建
築
に
挑
戦

す
る
中
で
「
丸
太
を
も
っ
と
き
れ
い
に
半
割

り
に
す
る
方
法
は
な
い
も
の
か
」
と
考
え
、

幾
度
も
の
試
行
錯
誤
の
末
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
取
り
付
け
る
器
具
を
開
発
。
そ
の
後
、
木

の
中
心
を
円
形
に
く
り
抜
く
器
具
や
、
す
り

鉢
状
に
加
工
す
る
器
具
な
ど
を
次
々
と
製
作

し
、
丸
太
の
周
り
に
一
定
の
切
り
込
み
を
入
れ

る
た
め
の
器
具
は
、
特
許
の
認
定
も
受
け
ま

し
た
。
藤
原
さ
ん
は
「
全
て
小
型
な
の
で
持

ち
歩
く
こ
と
が
で
き
、
伐
採
し
た
現
場
で
そ

の
ま
ま
加
工
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
身
近

に
あ
る
地
域
の
木
材
を
生
か
し
、
気
軽
に
木

工
に
挑
戦
す
る
方
々
が
増
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
に
こ
や
か
に
語

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
藤
原
さ
ん
が
新
た
に
力
を
入
れ

て
開
発
し
て
い
る
も
の
が
、
先
端
に
付
け
た

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
空
気
圧
で
操

作
し
、
地
上
に
居
な
が
ら
に
し
て
高
所
の
伐

採
す
る
装
置
。
近
年
、
伸
び
す
ぎ
た
木
々
の

手
入
れ
に
困
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
聞
き
、
簡

単
に
行
え
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
て
開
発

し
た
も
の
で
、
現
在
試
作
し
て
い
る
も
の
は

最
高
16
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
切
る
こ

と
が
可
能
だ
そ
う
で
す
。
藤
原
さ
ん
が
実
際

に
器
具
を
使
っ
て
作
業
し
て
い
る
様
子
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
「m

aruta765

」
で
検
索

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自然とともに生き、
木のある暮らしを楽しむ

藤原定雄さん

開発した器具をチェーンソーに取り付けて、10mの木材を半割りにする藤原さん

情報求む！

あなたの身近な達人を
ご紹介ください

　　シリーズ*行
ってみよう

訪ねてみよう紫波
の達人

あじさい山で東屋を建てている様子（１０月２６日）。
クリやマツ、スギなどが使用されており、どっしりと
した安定感と独特の温もりが感じられる。

藤原定雄さん 
（連絡先 赤沢公民館☎676-3036）

東屋の柱になったクリの木。複雑な形の「ほぞ」も、器
具を使用することでより正確に、簡単に行えるそう。
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